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．
．
・

l
ト
一
十
一
一
・
『

医
制
二
一
〇
年
「
産
婆
制
度
を
考
え
る
」

－
現
行
看
護
教
育
制
度
と

助
産
婦
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
勤
行
－

第
七
回
大
会
の
テ
ー
マ
は
、
医
制
一

二
〇
年
「
産
婆
制
度
を
考
え
る
」
で
す
。

大
会
に
先
立
ち
、
現
行
看
護
教
育
制
度

と
助
産
婦
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
動
向

を
簡
単
に
紹
介
し
、
問
題
提
起
を
か
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

専
修
学
校
設
置
規
準
（
昭
和
五
一

年
一
月
一
〇
日
）
の
公
布
以
来
、
看
護
教

育
（
保
助
看
含
む
）
は
殆
ど
学
校
教
育

法
第
八
二
条
の
専
修
学
校
で
行
わ
れ
て

て
き
ま
し
た
　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
来
、

急
速
な
変
革
を
と
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
法
第
一
条
の
学
校
で
あ
る

四
年
制
大
学
や
短
期
大
学
が
増
加
し
、

第
八
二
条
の
専
修
学
校
中
、
専
門
課

程
を
有
す
る
専
門
学
校
は
短
期
大
学
へ

移
行
す
る
傾
向
に
あ
り
、
同
様
に
高
等

課
程
を
有
す
る
高
等
専
修
学
校
は
専
門

高
　
橋
　
み
や
子

学
校
へ
移
行
す
る
か
、
廃
止
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
激
減
の
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
1

看
護
教
育
が
学
校
教
育
法
第
八
二

条
の
専
修
学
校
か
ら
第
一
条
の
学
校
に

移
行
す
る
事
は
、
学
校
教
育
制
度
上
、

学
校
教
育
の
傍
系
か
ら
正
系
へ
移
行
す

る
事
を
意
味
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
看
護

教
育
が
や
っ
と
正
規
の
教
育
ル
ー
ト
に

乗
っ
た
あ
る
い
は
他
領
域
と
同
じ
基
盤

に
立
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
様
な
看
護
教
育
制
度
の
一
大
変

革
期
に
あ
た
り
、
助
産
婦
教
育
を
看
護

教
育
制
度
上
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
に

関
し
て
、
看
護
界
で
は
白
熱
し
た
論
議

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
助
産
婦
の
名
称
に
関
し
て
は
、

助
産
婦
の
名
称
を
残
す
と
い
う
意
見
と

保
助
署
を
統
合
し
て
一
本
化
し
ひ
と
つ

の
名
称
に
す
る
と
い
う
意
見
と
、
二
通

り
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
解
と
深
く
関
連
し
て
、

助
産
婦
数
青
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、

二
通
り
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

助
産
婦
は
医
療
法
で
規
定
さ
れ
た
助
産

所
開
設
の
許
可
を
得
ら
れ
る
職
業
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
遂
行
で
き
る
能
力
を

も
っ
た
助
産
婦
の
育
成
を
行
う
と
、
助

産
婦
の
職
業
教
育
に
焦
点
を
当
て
た
教

育
観
で
あ
り
、
他
方
は
看
護
学
の
一
領

域
で
あ
る
母
性
看
護
学
領
域
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
・
専
門
看
護
婦
の
育
成
を
行

う
と
、
学
問
と
し
て
の
看
護
学
の
専
門

看
護
婦
教
育
に
焦
点
を
当
て
た
教
育
観

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
の
教
育
観
に
基

づ
き
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る

に
際
し
て
、
看
護
教
育
制
度
の
中
に
助

産
婦
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
位
置

づ
け
る
か
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
が
な

さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
四
年
制
看
護
系
大
学
の

看
護
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
わ

れ
て
い
る
方
法
で
す
。
保
助
看
学
校
養

成
所
指
定
規
則
第
六
条
（
助
産
婦
学
校

養
成
所
の
指
定
規
準
）
の
別
表
二
　
助

産
婦
教
育
課
程
を
読
み
替
え
て
、
四
年

間
一
貫
の
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で

展
開
し
、
ど
う
し
て
も
読
み
替
え
の
で

き
な
い
科
目
お
よ
び
実
習
に
関
し
て
の

み
母
性
看
護
学
の
選
択
科
目
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
は
、
看
護
婦
有
資
格
の
学
生
を
対

象
に
、
短
期
大
学
専
攻
科
お
よ
び
専
修

学
校
等
の
独
立
し
た
教
育
機
関
で
行
わ

れ
て
い
る
方
法
で
す
。
保
助
看
学
校
養

成
所
指
定
規
則
第
六
条
の
別
表
二
　
助

産
婦
教
育
課
程
を
ほ
ぼ
完
全
に
遵
守
し

た
形
の
六
カ
月
～
一
年
間
の
助
産
婦
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
看
護
基
礎
教
育

に
積
み
重
ね
る
教
育
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
院
修
士
課
程
あ
る
い

は
暫
定
的
措
置
と
し
て
大
学
専
攻
科
で

行
わ
れ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
医
療
法

で
定
め
ら
れ
た
助
産
婦
の
開
業
権
を
重

視
し
、
そ
の
教
育
水
準
と
し
て
、
米
国

に
お
け
る
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
と
同
程
度
位
置
づ
け
と
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
1

こ
の
方
法
は
、
学
士
の
看
護
婦
が
増
加

し
て
い
を
現
在
、
実
施
可
能
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
検
討
さ
れ
、
一
部
の
教

育
機
関
で
実
施
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
助
産
婦
の
名
称
・
看
護
教
育

制
度
上
の
位
置
づ
け
・
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
往
々
に
し
て
感
情
論
に
移

行
し
勝
ち
で
す
。
産
婆
は
歴
史
が
長
い

職
業
で
す
。
職
業
的
発
達
過
程
や
教
育

制
度
成
立
過
程
等
に
つ
い
て
歴
史
を
播

き
、
自
己
の
歴
史
認
識
を
明
確
に
し
て

思
考
基
盤
を
確
か
な
も
の
に
し
た
上
で
、

論
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

1
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「
医
制
三
〇
年
・
産
婆
制
度
を
考
え
る
」

開
催
期
日

八
月
二
八
日
（
土
）
、
二
九
日
（
日
）

会
　
　
場

神
戸
市
勤
労
会
館

神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
五
－
一
土

管
〇
七
八
－
二
l
三
一
－
一
八
八
一

参
加
費
（
両
日
共
通
・
当
日
払
い
）

会
員
二
千
円
、
非
会
員
三
千
円

．．＿∴＿＿∴　‾‾

会場付近見取図

貰
会
員
証
を
必
ら
ず
携
行
し
て
下
さ
い
。

開
催
日
程

第
l
日
日
（
8
月
2
8
日
）

13
時
～
開
場
・
受
付
開
始

14
時
～
1
4
時
3
0
分

「
医
制
公
布
以
後
の
産
婆
制
度
成
立
過

程
に
つ
い
て
」
高
橋
み
や
子
氏

1
4
時
40
分
～
1
6
時
1
0
分
記
念
講
演

「
お
産
の
変
遷
を
調
査
し
て

ー
そ
の
方
法
論
を
省
み
る
ー
」

女
性
問
題
研
究
者
大
林
道
子
氏

※
大
林
氏
の
著
書
『
助
産
婦
の
戟
後
し

勤
草
書
房
（
山
川
菊
栄
賞
受
賞
）
を

御
参
照
下
さ
い
。

16
時
2
0
分
～
1
7
時
第
七
回
総
会

※
新
幹
線
新
神
戸
駅
か
ら
は
、
地
下
鉄

で
三
ノ
宮
下
車
し
て
下
さ
い
。

第
二
日
目
（
8
月
2
9
日
）

10
時
～
1
0
時
5
0
分

研
究
発
表
司
会
玄
田
公
子
氏

1
1
時
～
1

2
時
特
別
講
演

「
緒
方
洪
庵
と
適
塾
（
仮
）
」

仏
教
大
学
教
授
梅
渓
昇
氏

12
時
～
1
3
時

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
（
千
円
）

13
時
～
1
6
時

分
科
会
担
当
五
十
嵐
節
氏

16
時
～
1
6
時
3
0
分

分
科
会
報
告
（
各
グ
ル
ー
プ
）

16
時
3
0
分
閉
会
・

◆
研
究
発
表
の
募
集
要
領
に
つ
い
て

本
会
第
七
回
大
会
の
研
究
報
告
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
発
表
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

応
募
要
領

1
．
研
究
報
告
の
テ
ー
マ
（
看
護
史
に

関
す
る
も
の
な
ら
可
）

2
．
報
告
の
要
旨
（
研
究
の
目
的
、
研

究
の
主
題
を
と
り
ま
く
状
況
、
研
究

史
、
研
究
結
果
等
の
概
要
を
四
〇
〇

字
詰
原
稿
用
紙
縦
書
二
～
三
枚
に
ま

と
め
た
も
の
）

3
．
締
切
日
六
月
三
〇
日
（
当
日
消

印
有
効
）

4
．
宛
先

攣
思
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
Ⅲ

マ
ン
ハ
イ
ム
五
条
3
0

9
号
亀
山
方

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

※
研
究
発
表
申
し
込
み
と
朱
書
の
こ
と
。

◆
参
加
申
し
込
み
方
法

参
加
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
与
に
会
員

番
号
（
非
会
員
の
場
合
は
そ
の
旨
、
記

入
し
て
下
さ
い
）
、
氏
名
、
住
所
、
参
加

日
、
二
日
目
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ー
テ

ィ
の
参
加
の
是
非
を
記
入
し
、
八
月
二

〇
日
ま
で
に
事
務
局
宛
に
お
送
り
下
さ

い
。
近
年
、
参
加
の
是
非
が
把
握
で
き

ず
、
準
備
に
手
間
取
っ
て
い
ま
す
。

◆
分
科
会
話
題
提
供
者
の
募
集

本
会
で
は
会
員
の
自
由
な
分
科
会
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
大
会
期
間
中
に

交
流
の
場
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
大
会
の
話
題
提
供
者
に
な
っ

て
下
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
る
方
は
・
次
の
要
領
で
分
科
会
担
当

者
の
五
十
嵐
節
氏
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。

L
研
究
テ
ー
マ
と
要
旨
（
二
〇
〇
字

詰
原
稿
用
紙
一
枚
以
内
）

2
．
締
切
日
六
月
三
〇
日

3
．
宛
先

1

5
1
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
四
－
二
六

－
九
－
四
〇
九
五
十
嵐
節
氏
方

◆
新
幹
事
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

先
に
行
わ
れ
た
幹
事
選
挙
の
結
果
、

左
記
の
方
々
が
幹
事
就
任
を
承
諾
さ
れ

ま
し
た
。
尚
、
新
幹
事
の
就
任
は
第
七

回
総
会
の
場
で
承
認
さ
れ
た
と
き
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

五
十
嵐
節
氏
、
鵜
沢
陽
子
氏
、

大
平
政
子
氏
、
岡
山
寧
子
氏

亀
山
美
知
子
氏
（
留
）
、
草
刈
淳
子
氏

玄
田
公
子
氏
、
高
田
節
子
氏
、

高
橋
み
や
子
氏
（
留
）
、
依
田
和
美
氏

（
留
）
以
上
一
〇
名

2
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「
今
、
あ
ら
た
め
て

助
産
婦
の
役
割
を
問
－
「
【

小
山
田
　
信
子

助
産
婦
の
役
割
と
は
何
だ
ろ
う
。
初

め
て
そ
う
疑
問
を
感
じ
た
の
は
三
交
代

で
大
学
病
院
の
分
娩
部
で
勤
務
し
て
い

た
こ
ろ
で
あ
る
。
今
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
確
か
・
に
助
産
の
一
部
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

そ
ん
な
時
、
戟
前
戦
中
戦
後
開
業
助

産
婦
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
た
方
々
に
直

接
お
話
を
伺
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
島

一
春
の
『
産
小
屋
の
女
た
ち
』
　
（
健
友

社
）
　
の
よ
う
な
内
容
を
活
字
で
は
な
く

生
の
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
次
か

ら
次
と
ま
さ
に
寝
食
を
忘
れ
て
の
活
動

ぶ
り
に
、
た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
自
分
の
生
活
は
さ
て
お
き
、

損
得
抜
き
で
命
の
誕
生
を
見
守
っ
て
こ

ら
れ
て
い
た
。
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
が
美
徳
だ
、
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
助
産
活
動
に
専
念
し
た

結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
妊
産
婦
に
と
っ
て
、
ま

た
彼
女
ら
を
支
え
る
家
族
、
地
域
住
民

ら
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
住
民
の
感
謝
の
気
持

ち
が
、
石
碑
建
立
と
い
う
形
に
も
表
わ

れ
て
お
り
、
も
っ
と
前
の
時
代
の
助
産

婦
の
功
徳
碑
が
宮
城
県
の
い
く
つ
か
の

田
園
地
帯
で
み
つ
か
っ
て
い
る
。

話
の
中
で
共
通
し
て
い
た
の
は
、
「
な

る
べ
く
産
婦
の
そ
ば
に
つ
い
て
呼
吸
の

し
か
た
や
怒
責
の
方
法
を
話
す
な
ど
し

て
不
安
を
な
く
さ
せ
る
よ
う
心
を
配
っ

た
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

m
i
d
w
i
f
O
は
産
婦
と
共
に
、
と
い
う

意
味
（
キ
ャ
ロ
リ
ン
フ
リ
ン
ト
、
き
め

こ
ま
や
か
な
助
産
婦
の
仕
事
）
　
に
通
じ

る
。
時
代
が
違
う
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
お

し
ま
い
だ
が
、
昔
通
り
の
行
動
で
は
な

く
、
そ
の
行
動
の
源
に
な
っ
た
心
を
麗

ら
せ
た
い
。

助
産
婦
が
産
婦
に
適
し
た
ケ
ア
を
実

行
で
き
る
体
制
を
、
千
葉
大
の
よ
う
に

組
織
レ
ベ
ル
で
と
り
か
か
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た

の
は
や
は
り
個
々
の
意
識
で
あ
ろ
う
。

日
本
看
護
協
会
調
査
研
究
会
の
「
病
院

勤
務
助
産
婦
の
業
務
と
役
割
に
関
す
る

調
査
」
か
ら
、
産
婦
の
方
々
の
お
産
に

対
し
て
不
満
と
答
え
た
理
由
を
み
る
と
、

陣
痛
の
時
に
誰
も
い
な
か
っ
た
、
つ
ら

か
っ
た
、
自
分
の
希
望
の
お
産
で
は
な

か
っ
た
、
お
産
の
時
叱
ら
れ
た
等
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
真
筆
に
受
け

と
め
、
今
一
度
助
産
婦
の
役
割
と
は
問

う
て
み
た
い
、
仲
間
と
考
え
て
み
た
い
。

妊
産
婦
に
地
域
住
民
に
慕
わ
れ
た
輝
し

い
業
績
の
先
輩
助
産
婦
と
同
じ
「
助
産

婦
」
を
名
乗
る
の
を
恥
じ
な
い
よ
う
に
。

㌔
＝
年
に
思
う
」

豊
田
淑
恵

今
年
が
医
制
一
二
〇
年
と
の
こ
と
で

驚
き
と
同
時
に
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ

る
。
私
の
知
る
限
り
の
医
師
は
、
時
代

劇
に
登
場
す
る
赤
ひ
げ
先
生
だ
が
、
彼

は
い
っ
た
い
い
つ
の
時
代
の
人
で
あ
っ

た
の
か
。
医
者
と
し
て
庶
民
に
慕
わ
れ

て
い
た
の
で
江
戸
時
代
末
の
人
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
庶
民
か
ら

尊
敬
さ
れ
、
腕
の
良
い
医
者
で
あ
る
反

面
人
情
に
弱
く
、
酒
に
強
い
、
今
ふ
う

に
云
え
ば
成
熟
し
た
、
自
立
し
た
人
間

で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
時
代
は
医
は

仁
術
で
あ
り
、
赤
ひ
げ
先
生
の
よ
う
な

人
が
大
勢
い
た
も
の
と
察
す
る
。

こ
の
赤
ひ
げ
に
匹
敵
し
て
い
た
人
間

が
産
婆
で
あ
っ
た
と
思
う
。
明
治
3

2
年

七
月
一
九
日
産
婆
規
則
が
公
布
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
地
域
の
住
民

こ
と
に
庶
民
の
中
で
陰
の
力
と
な
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
瀬
川
清
子

著
r
女
の
民
俗
誌
」
の
中
に
、
「
今
日

か
ら
一
世
紀
前
、
明
治
維
新
に
な
っ
て

女
性
が
出
産
、
月
事
の
忌
屋
の
生
活
か

ら
解
放
さ
新
た
と
き
…
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
女
性
が
出
産
を
す
る
こ
と
、
月

経
が
あ
る
こ
と
は
「
け
が
れ
」
と
さ
れ

て
い
た
時
代
、
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

的
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
時
代
に

お
い
て
も
、
産
婆
の
前
身
が
活
躍
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

私
の
身
近
に
も
、
現
在
8
6
歳
で
保
育

所
を
営
み
、
年
に
一
～
二
回
の
分
娩
介

助
と
産
後
の
健
診
ま
で
自
転
車
に
乗
っ

て
実
践
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
鎌
倉
在
住

の
丸
エ
キ
先
生
を
存
知
て
い
る
。

丸
先
生
は
、
明
治
4

0
年
に
東
京
で
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
。
先
生
が
助
産
婦

に
な
る
動
機
は
、
近
所
で
活
躍
し
て
い

た
産
婆
の
姿
を
み
て
、
女
性
と
し
て
自

立
で
き
る
職
業
、
社
会
か
ら
認
め
ら
れ

る
職
業
と
考
え
、
昭
和
六
年
に
慶
応
大

学
附
属
助
産
婦
養
成
所
に
入
学
さ
れ

た
。
昭
和
六
年
に
は
、
ま
だ
、
助
産

婦
養
成
所
と
し
て
の
名
称
が
確
立
し
て

い
た
の
か
調
べ
て
な
い
が
、
史
料
か
ら

は
、
昭
和
一
七
年
の
国
民
医
療
法
公

布
と
な
る
ま
で
は
、
産
婆
学
校
あ
る
い

は
産
婆
講
習
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
し
か
し
、
丸
先
生
御
自
身

が
産
婆
で
な
く
助
産
婦
と
し
て
の
名
称

で
今
乱
ま
で
一
万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母

親
、
そ
し
て
、
そ
の
家
族
を
取
り
ま
く

周
囲
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た

事
実
が
あ
り
、
女
性
と
し
て
の
社
会
的

地
位
も
高
く
評
価
さ
れ
市
議
会
議
員
に

も
当
選
さ
れ
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

今
後
、
諸
先
輩
達
の
足
跡
を
い
か
に

発
展
さ
せ
る
か
が
、
私
た
ち
の
課
題
だ
。

3
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◆
会
員
の
異
動

江
崎
フ
サ
子
1
8
7
0
大
分
市
長
浜
町
丁

〓
－
三
－
七
二
ニ
（
大
分
大
学
教

育
学
研
究
科
修
士
課
程
へ
）

久
米
栄
代
1
7
0
－
0
1
大
分
市
明
野
高
尾
三

－
一
三
－
八

高
橋
富
士
子
1
5

2
2
彦
根
市
和
田
町
ニ
ー

二
七
－
一
八
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学

看
護
学
科
へ
）

高
橋
み
や
子
（
9

8
0
－
2
3
山
形
市
飯
田
西
ニ

ー
ニ
ー
六
－
二
〇
四
（
山
形
大
学
医

学
部
看
護
学
科
へ
）

花
岡
真
佐
子
1
0
6
2
札
幌
市
豊
平
区
平
岸

三
条
八
丁
目
三
－
一
－
五
〇
三
（
東

日
本
学
園
大
学
看
護
福
祉
部
看
護
学

科
へ
）

山
本
捷
子
1
自
宅
住
所
は
従
前
ど
お
り

（
日
本
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学
開
設

準
備
室
へ
）

秋
山
智
1
2
0
4
清
瀬
市
梅
園
丁
千
七

国
立
療
養
所
東
京
病
院
附
属
看
護
専

門
学
校
へ

玄
田
公
子
1
自
宅
住
所
は
従
前
ど
お
り

（
京
都
府
立
医
療
技
術
短
期
大
学
へ
）

◆
新
入
会
員

三
木
書
美
子
3
5
0
－
04
埼
玉
県
入
間
郡
毛

呂
山
町
毛
呂
本
郷
三
八
　
埼
玉
医
科

大
学
短
期
大
学
　
　
　
（

西
田
直
子
　
軍
属
都
市
上
京
区
河
原
町

広
小
路
上
ル
　
京
都
府
立
医
大
医
療

技
術
短
期
大
学
部

斉
本
文
子
　
禦
0
1
神
戸
市
西
区
枝
至

－
〓
ハ
　
み
ど
り
病
院

※
住
所
変
更
等
は
必
ら
ず
事
務
局
へ
／

看
護
史
一
口
メ
モ
④

明
治
末
の
r
婦
人
世
界
L
第
五
巻
第

二
二
号
に
は
「
日
本
一
の
若
い
産
婆
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
村
田
阿
葉
子
が
満

〓
ハ
歳
で
産
婆
試
験
に
合
格
し
た
と
い

う
取
材
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
村

田
は
代
々
佐
賀
藩
の
御
殿
医
の
家
に
生

ま
れ
た
が
、
父
親
が
死
ん
だ
た
め
女
学

校
二
年
で
中
退
。
上
京
し
て
神
田
区
に

あ
っ
た
日
本
産
婆
看
護
婦
学
校
（
一
年

制
）
に
在
籍
中
に
東
京
府
庁
の
実
施
し

た
試
験
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
。

試
験
は
ま
ず
学
科
試
験
が
一
日
二
間

ず
つ
三
日
間
行
わ
れ
、
二
〇
日
後
に
合

格
通
知
を
受
け
た
後
、
半
年
後
に
実
施

試
験
で
実
際
に
妊
婦
を
診
断
し
い
続
い

て
模
型
で
内
診
、
分
娩
介
助
等
を
行
っ

た
と
い
う
。
．
　
　
　
　
　
（
か
）

三
年
以
上
会
費
未
納
者

次
の
方
は
至
急
同
封
の
振
込
用
紙
で

会
費
二
九
九
二
年
度
ま
で
は
年
会
費

三
千
円
）
を
振
込
ん
で
下
さ
い
。
三
年

以
上
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
会
会
員
の

資
格
を
失
い
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

氏
名
の
下
の
（
　
）
欄
は
滞
納
年
数
。

二
九
九
三
・
四
・
二
六
現
在
）

氏
　
名
　
（
年
）

本
田
　
五
女
（
3
）

上
野
ミ
ユ
キ
（
3
）

中
村
　
明
美
（
4
）

須
藤
　
知
子
（
4
）

諸
家
香
代
子
（
3
）

錦
織
由
紀
子
（
5
）

宮
田
　
茂
子
（
3
）

菊
地
　
ト
ヨ
（
5
）

田
中
　
治
美
（
5
）

高
浜
　
英
子
（
4
）

荻
野
　
英
美
（
4
）

松
井
美
知
子
（
5
）

浦
野
　
シ
マ
（
4
）

村
上
カ
ツ
ミ
（
3
）

吉
崎
　
弘
之
（
4
）

上
候
　
美
昭
（
3
）

難
波
　
茂
美
（
5
）

能
瀬
　
敬
子
（
点
）

米
沢
　
隆
道
（
5
）

白
川
　
康
〓
イ

焼
山
　
朝
憲
（
5

飯
鳥
美
代
子
（
4
）　　ヽ＿ノサ　）

氏
　
名
　
（
年
）

徳
田
千
恵
子
（
4
）

遠
藤
恵
美
子
（
3
）

山
中
　
公
子
（
3
）

小
林
　
尚
子
（
5
）

近
藤
　
麻
理
（
5
）

石
沢
　
借
入
（
3
）

雨
宮
　
種
子
（
4
）

西
村
サ
エ
子
（
3
）

村
山
　
惟
子
（
3
）

加
藤
　
光
宝
（
3
）

平
野
　
幸
子
（
5
）

芝
田
香
代
子
（
5
）

市
橋
　
恵
子
（
4
）

山
根
　
久
子
（
5
）

田
辺
　
光
子
（
3
）

坂
田
美
喜
子
（
4
）

中
嶋
八
重
子
（
4
）

平
山
　
厚
子
（
4
）

末
永
ち
ぢ
代
（
4
）

中
条
　
桂
子
（
甘
）

深
沢
佳
代
子
（
3
だ
）

橋
岡
由
美
子
（
3
）

◆
　
産
婆
一
二
〇
年
記
念
テ
レ
カ

本
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
看
護
婦
百
年
、

保
健
婦
五
〇
年
の
記
念
テ
レ
カ
を
発
行

し
ま
し
た
が
、
今
年
が
産
婆
一
二
〇
年

に
当
る
こ
と
を
記
念
し
て
テ
レ
カ
を

発
売
い
た
し
ま
す
（
五
〇
度
数
　
八
百

円
）
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
ハ

ガ
キ
で
ど
う
ぞ
。

（
第
七
回
大
会
会
場
で
も
販
売
予
定
）

、
・
羞
」
編
集
後
　
記
～
卓
～
き
～

今
回
は
産
婆
特
集
号
と
な
っ
た
。
少

産
化
の
中
に
あ
っ
て
、
助
産
婦
の
今
後

を
模
索
す
る
た
め
に
も
温
故
知
新
は
必

至
で
あ
ろ
う
。
今
、
診
浄
こ
そ
が
新
し

い
の
で
は
？
　
　
　
　
　
　
　
（
か
）

4

日
本
看
護
歴
史
学
会

会
報
第
l
五
号

（
頒
価
　
二
〇
〇
円
）

発
行
責
任
者

5
5
8
大
阪
市
住
吉
区
帝
塚
山
東
ニ
ー
丁

四
一
大
阪
府
立
看
護
短
期
大
学
内

依
田
和
美

編
集
責
任
者

、
亀
山
美
知
子
紫

l
・
．
1
－
・
、
・
．
■

日
漆
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

攣
肝
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
二

手
ン
ハ
イ
ム
五
条
三
〇
九

亀
山
方


